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第 1 章	 はじめに  
	 本章では、本研究の背景及び目的を述べ、最後に本論文の構成について説明する。 
 

































1.2	 研究の目的  
	 本研究では人間同士の対面共食時にみられる食事ペースの同調を利用し、意図的に食事




1.3.	 本論文の構成  
	 本論文は、本章を含め 5 つの章で構成されている。第 2 章では、本研究に関連する研究
として共食時のコミュニケーションを支援する研究および食事場面におけるインタフェー
スエージェントの研究について述べる。第 3 章では、人間同士の共食において食事行動の





第 2 章	 関連研究  
	 本章では、本研究に関連する研究や事例を紹介する。 
 
2.1  共食コミュニケーション支援に関する研究  
現代では、日常生活のあらゆる場面において ICT (Information and Communication 
Technology) が応用されてきている。例えば、チェーン居酒屋のオーダリング端末や、大
型のタッチパネルディスプレイを食事のテーブルとして利用するレストランが登場してい



















いる感覚が得られると考えられている。KIZUNA の利用風景を図 1 に示す。 
 
 
図 1	 KIZUNA 
 
  




















図 2	 ゆとりある食事のための食事エージェントシステム 
 
2.3 視線や表情を模擬する CG モデル	 
	 Microsoft による Face Tracking SDK[22]や IMAGE METORICS による faceware [23]
のように、人物の表情や視線の動きを認識し CG 人物に反映することで，CG 人物に対して
より実際の人間に近い印象を与えることのできるシステムがある。 














第 3 章	 対面共食での食事行動頻度の変更  
	 本章では、人間同士による対面共食時における実験について述べる。 
	  
3.1 目的  
	 本実験では、共食相手の意図的な食事ペースの変更が共食相手の食事行動に影響を与え
られるか検証した。 
3.2 実験概要  
	 軽食を伴う会話中、実験者が意図的に頻度を変更しながら食事行動を行い、その様子を
ビデオカメラで撮影した。また、質問紙によって食事や会話への満足度を調査した。実験













食事行動の間隔 N(s) = 360/(n+1) 
 
◆	 条件 2	 倍頻度条件：実験者は参加者の倍の頻度で食事行動を行う。 
食事行動の間隔 N(s) = 360/(2n+1) 
 
◆	 条件 3	 半頻度条件：実験者は参加者の半分の頻度で食事行動を行う。 


















5. 実験準備セッションの食事行動回数をもとに 3 つの条件における頻度を設定する。 








	 実験者による最初の食事行動の 5 秒以内に参加者の食事行動が行われた場合は、そこに
さらに実験者が同調を行った場合不自然なタイミングになるため、被験者が実験者に同調
したとみなし、実験者はその食事行動に対するさらなる同調を行わなかった。 
	 6 分間で行われた参加者の食事行動の回数を n とし、各条件での食事行動の間隔 N(秒)を
設定した。参加者の食事行動回数が 0 回(n=0)だった場合には、実験者の食事行動回数が半
頻度と倍頻度でともに 6 分間で 0 回の同一になってしまい同頻度と半頻度の違いを検証す
ることができなくなるため、1 回だった場合と同様の頻度(同頻度=6 分間で 1 回、倍頻度=6
分間で 2 回、半頻度=6 分間で 0 回)として頻度の設定を行った。 
 
＜セッション 1〜3＞ 





を回収し、初期量 20g になるよう減少分を補充した。 
 






























「それでは PC 側の方はイヤホンを装着してください」 
「これから先の指示は音声と PC の画面によって伝えられますので、PC 側の方は指示にし
たがって操作を行い、実験を進行してください」 
「イヤホンからはときどき、ごく小さな音しか流れませんので、会話に支障はありません」 








3.5 参加者  






タ収集の対象から除外した。実際の事前調査用紙を図 4 に示す。 
 
  表 1	 実験条件の実施順序 
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事前調査用紙	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	    	  	 	 	 	 	 	 No.1 

































図 4	 事前調査用紙 
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3.6 実験環境  
	 研究室内のテーブルを用いて行った。参加者と実験者の距離は、社会的関係の距離とさ
れている近接相 120~210 ㎝の範囲内とした[24]。 
	 参加者と実験者の前にはそれぞれプラスチック製の小皿に紙ナプキンを敷いた上に盛ら
れたお菓子(おっとっとの小袋 2 パック分計 20g)と、質問紙用紙、話題シートおよび記入用
のペンを設置した。 




	 撮影は実験者、参加者の顔が映るように設置した 1 台と、別方向から撮影する予備の 1
台の計 2 台のビデオカメラで行った。実際の実験の風景を図 5 に示す。 
 
 
図 5	 実験環境 
 
3.7	 データ取得  

















めの質問項目を 2 項目設定した。 
これらの項目について、9 段階評価で食事者側の参加者から回答を得た。実際の質問項目
について次に示す。また、使用した実際の質問紙用紙を図 6 に示す。 
 
























い。                                     	 	 	 	 	   
 




1------------2 ------------ 3------------ 4 ------------ 5 ------------ 6 ------------ 7 ------------ 8 ------------9 
２：味わって食べることができた 
1------------2 ------------ 3------------ 4 ------------ 5 ------------ 6 ------------ 7 ------------ 8 ------------9 
３：よく噛んで食べることができた 
1------------2 ------------ 3------------ 4 ------------ 5 ------------ 6 ------------ 7 ------------ 8 ------------9 
４：ゆっくりと食べることができた 
1------------2 ------------ 3------------ 4 ------------ 5 ------------ 6 ------------ 7 ------------ 8 ------------9 
５：会話を楽しむことができた 
1------------2 ------------ 3------------ 4 ------------ 5 ------------ 6 ------------ 7 ------------ 8 ------------9 
６：会話は協力的に進んだ 
1------------2 ------------ 3------------ 4 ------------ 5 ------------ 6 ------------ 7 ------------ 8 ------------9 
７：会話はしやすかった 
1------------2 ------------ 3------------ 4 ------------ 5 ------------ 6 ------------ 7 ------------ 8 ------------9 
８：相互に興味をもって会話できた 
1------------2 ------------ 3------------ 4 ------------ 5 ------------ 6 ------------ 7 ------------ 8 ------------9 
９：沈黙をつくらないようにした 
1------------2 ------------ 3------------ 4 ------------ 5 ------------ 6 ------------ 7 ------------ 8 ------------9 
１０：相手の話を聞くようにした 
1------------2 ------------ 3------------ 4 ------------ 5 ------------ 6 ------------ 7 ------------ 8 ------------9 
１１：相手の様子が気になった 
1------------2 ------------ 3------------ 4 ------------ 5 ------------ 6 ------------ 7 ------------ 8 ------------9 
１２：相手のふるまいは自然だった 





図 6	 質問紙 
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3.8	 結果  
3.8.1	 食事行動回数の変化  
	 同頻度で 2.6 回、倍頻度で 5.2 回、半頻度で 2.0 回の食事行動がみられた。 





図 7	 食事行動回数(回) (N=12) 
 
 





	 半頻度では 12 名中 5 名が一度も食事行動を行わず、お菓子の美味しさを問う項目につい









表２	 質問紙調査の結果(9 段階) (N=12) 
 
  同頻度 倍頻度 半頻度 
実験者摂食回数 2.6 5.3 0.9 
お菓子は美味しかった 6.4 7.1 5.6 
味わって食べることができた 5.8 5.7 5.2 
よく噛んで食べることができた 5.6 5.6 4.9 
ゆっくりと食べることができた 5.3 4.9 4.9 
会話を楽しむことができた 7.8 7.3 7.9 
会話は協力的に進んだ 8.2 7.7 7.9 
会話はしやすかった 7.8 7.3 7.8 
相互に興味をもって会話できた 7.7 7.9 8.2 
沈黙をつくらないようにした 6.5 6.8 7.0 
相手の話を聞くようにした 7.2 7.3 7.9 
相手の様子が気になった 5.3 4.7 4.9 
相手のふるまいは自然だった 6.8 7.1 7.3 
 
 




























	 実験は各 6 分間のセッション 7 回で構成され、最初のセッションでは参加者 2 名それぞ
れの通常の食事行動の頻度を取得した。 
	 その後、それぞれの参加者にパートナーの実映像の代わりに擬人化エージェントを提示




エージェントの食事行動の間隔 N(s) = 360/(n+1) 
 
◆	 条件 2	 倍頻度条件：エージェントは参加者の倍の頻度で食事行動を行う。 




◆	 条件 3	 半頻度条件：エージェントは参加者の半分の頻度で食事行動を行う。 








2. 参加者が 7C204 の実験場所に着いたら 2 地点に分かれて食事をしながらの会話を行っ






7. 実験準備セッションの食事行動回数をもとに 3 つの条件におけるエージェントの食事
行動頻度を設定する。 
8. セッション 1〜3 を行う。各セッションの終了時にエージェントと対面した参加者は質
問紙を記入する。 







	 6 分間で行われた参加者の食事行動の回数を n とし、各条件での食事行動の間隔 N(秒)を
設定した。参加者の食事行動回数が 0 回(n=0)だった場合には、実験者の食事行動回数が半
頻度と倍頻度でともに 6 分間で 0 回の同一になってしまうため、1 回だった場合と同様の頻






















   
図 9	 擬人化エージェントの外見(左：女性エージェント	  
右：新たに作成した男性エージェント) 
 
     







     











	 互いに面識のない大学生・大学院生のペア 6 組 12 名(うち男性 5 名女性 7 名)が実験に参
加した。 
	 3 条件の実験を行う際に、どの順番で行うかについてはカウンターバランスを取り、参加





表 3	 実験条件の実施順序 
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4.6 実験環境  
実験は遠隔環境で実施するため、参加者同士が互いに姿も声も確認できない離れた 2 地
点とし、ドアで隔てられた教室の内側と外側で行った。参加者の前にはプラスチック製の
小皿に紙ナプキンを敷いた上に盛られたお菓子一皿(おっとっとの小袋 2 パック分計 20g)と
話題シートが置かれ、セッションが終わるごとにお菓子の減少分を補充した。 
食事頻度の取得時と、エージェントが表示されていない側の参加者に提示される映像は
















図 14	 実験準備セッションの実験風景 
 
 




4.7 データ取得  
4.7.1	 食事行動回数  
	 皿からお菓子ひとつが減るたびに食事行動回数として、実験中の録画映像からエージェ
ントと対面している参加者の食事行動回数を計測した。 
	 	  
4.7.2	 質問紙  
	 3.7.2 節で示したものと同一の質問紙を用いて質問紙調査を行った。 
	 各セッション終了時に、実験準備セッション後では両側の参加者に、セッション 1〜6 で
はエージェントと対面した側の参加者に質問紙に記入してもらった。 
 
4.8	 結果  
4.8.1	 食事行動回数の変化  
	 各条件での食事行動回数の平均を表 4 に示す。 
	 対象とするデータが正規分布に従わないためノンパラメトリック法の Steel-Dwass 法を
用いて 3 条件の多重比較を行ったが、結果に有意な差は見られなかった。 
 
表 4	 食事行動回数の変化(N=12) 
 
 
4.8.2	 質問紙調査の結果  
	 続いて質問紙調査の結果を表 5 に示す。 













表 5	 質問紙調査の結果(N=12) 
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第 5 章	 まとめ  
	 本章では、本研究をまとめ、今後の課題について述べる。 
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